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し、」 と意欲的に語ってくれた。

7

6

7
日
�
 

2
 1

5

7

最近， ヤングから婦人層にまでブームを呼んでいる

ものに盆栽がある。

このブームを反映してか，ここ山西地区にや緑を愛

し，人聞のつながりを深めていこう。と勝浦寿盆栽会

を結成。会員は，石原 ・沼江 ・山西掛地区の盆栽愛好
町民のうごき

世帯数  1，934 男 4，055 
者で，若者や婦人層にまで広まっている。 人 口 8.210 女 4，155

昭和53年 11月l日現イ1-. 
学習会に参加しているほとんどのかたは  r花や植物

が大好きで家ではたくさん作っているが，本格的な盆 出生

死亡

R
J
R
u
n
J
b
p
o

」 という・栽は初めて。近くで指導してくれるのでー 転入 

のが入会の動機のようだ。

指導にあたっている吉岡一美きん(掛谷)は「盆栽は

花や枝の成長の楽しみのほかに，情緒豊かな人間づ く

りや心のおちつきを養う精神修養にはもってこいだ。

できれば年  1回ぐらい会員の作品展示会なども持ちた

情
緒
豊
か
抱
人
悶
ヲ
〈
り
に

勝
浦
寿
盆
栽
舎
を
結
成
 

ことし 1年，みなさんの町政へのご協力に対して山か

ら感謝いだします。

MUS04
スタンプ

MUS04
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MUS04
テキストボックス
勝浦寿盆栽会を結成情緒豊かな人間づくりに

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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昭和53年12月l日 iJ ずつ つ ら	 第102号 (2) 

県
立
身
体
障
害
者
セ
ン
タ
ー

入
所
者
を

募
集

・	

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
満
十
八
歳
以
上
の
肢
体

不
自
由
者

-

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
満
十
五
歳
以
上
の
児
重

で
あ
っ
て
当
セ

ン
タ
ー
入
所
が

適
当
と
認
め
ら
れ
る
者

-	

そ
の
他
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
も
の
で
特
に
当

セ
ン
タ
ー
入
所
が
適
当
と
認
め

ら
れ
る
者

募
集
期
間

昭
和
五
十
三
年
十

一
月
十
五
日

昭
和
五
十
四
年
三
月

一
日

県
立
盲
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

訓
練
生
を

募

集 

⑥

入
所
資
格 

視
覚
障
害
者
で
身
体
障
害
者


手
帳
の
交
付
を
、
つ
け
て
い
る
満


十
五
歳
以
上
の
者


争

訓
練
に
耐
え
ら
れ
る
体
力
の


あ
る
者
・
精
神
障
害
又
は
伝
染


性
疾
患
を
有
し
な
い
者


-

前
記
以
外
で
知
事
の
承
認
を


得
た
者


募
集
期
間


自

昭

和

五

十
三
年
十

一
月
十
五
日


至
昭
和
五
十
四
年
三
月
十
五
日


な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
福

祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

A
V	

A
V

至自⑥

よ7町

た
図
児
た
ち
も
、
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た

工
事
を
進
め
て
い
た
沼
江
保
育
所
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
三
十

一
年
に
建
設
し
た

園
舎
が
老
朽
し
た
た
め
、
総
工
費
二

千
九
百
二
十
万
円
を
か
け
て
建
設
し

た
も
の
で
、
鉄
骨
平
屋
建
の
プ
レ
ハ

ブ
造
り
。
建
物
に
は
お
よ
そ
三
十
位

大
の
保
育
室
二
室
や
乳
児
室
も
新
た

に
設
け
ら
れ
、
ま
た
、

六
十
蛍
ほ
ど

の
ス
テ
ジ
の
あ
る
遊
戯
室
や
ひ
ろ

び
ろ
と
し
た
廊
下
、
天
井
に
取
り
付

け
ら
れ
た
採
光
窓
な
ど
、
近
代
的
な

建
て
か
だ
が
自
慢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
か
月
に
わ
た
り
、
隣
の
沼
江
区

民
集
会
場
で
仮
り
住
ま
い
を
し
て
い

い
も
の
で
す
。

建
物
の
完
成
に

大
喜
び
。
こ
の

保
育
所
の
対
象

戸
数
は
百
七
十

戸
で
定
員
四
十

名
の
園
児
が
利

用
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

幼
児
教
育
段

階
の
図
児
が
、

心
身
と
も
健
や

か
に
、
個
性
豊

か
な
人
間
と
し

て
育
っ
て
ほ
し

新 しい保育所の完成に園児も大喜ひ�  

今
年
の
七
月
二
十
七
日
か
ら
改
築

沼

江

保

育

所

が


¥、d

、ー

。

l
v
ょ
、つ。

従
来
の
股
家
花
嫁
銀
行
が
、
再
び

幾
村
花
嫁
銀
行
と
し
て
生
ま
れ
か
わ

り
ま
し
た
。

こ
の
銀
行
は
、
町
内
で
農
業
に
従

事
す
る
後
継
者
だ
け
で
な
く
、
商
業

な
ど
の

一
般
後
継
者
に
も
対
象
の
わ

く
を
広
げ
、
結
婚
相
手
の
相
談
や
あ

っ
せ
ん
を
行
い
、
後
継
者
の
健
保
と

地
域
発
展
に
役
だ
て
よ
う
と
再
発
足

し
た
も
の
で
す
。

会

長

副
会
長

相
談
員

今
ま
で
、
農
家
や
過
疎
地
域
の
嫁

不
足
は
深
刻
な
悩
み
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
銀
行
の
発
足
に
よ
り
、

だ
ん
だ
ん
解
消
さ
れ
て
い
く
こ
と
で

対
象
者
は
、

。
町
内
に
居
住
し
、
か
つ
家
族
と

同
居
し
て
い
る
股
業
後
継
者
と

一

般
後
継
者
で
あ
っ
て
花
嫁
銀
行
に

登
録
さ
れ
て
い
る
者

男
子
年
齢
十
八
歳
以
上

女
子
年
齢
十
六
歳
以
上

各
地
区
に
委
嘱
し
て
あ
る
相
談
員

さ
ん
が
巡
回
し
て
登
録
者
を
つ
め

っ

て
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

花
嫁
銀
行
運
営
委
員
会

美

馬

定

さ
ん
(
与
川
内
)

大

亀

恵

一
さ
ん
(
坂
本
)

大
岡
ム
メ
子
さ
ん
(
沼
江
)

相
談
員
山
畑
仙
太
郎
さ
ん
(
今

山
)

駒
津
コ
ツ
ユ

さ
ん
(
掛

谷

)

宮
本
政
太
郎
さ
ん
(
黒

岩

)

松

浦

ハ

ン

さ
ん
(
中

角 

)

森

内

史

さ

ん

(

星

谷 
)

丸
山
良
章
さ
ん
(生

名

)

岡

伝

男

さ
ん
(
久
国
)

大
川
ヨ
シ
エ

さ
ん
(
棚
野
)

谷

口

潔

さ

ん
(
中

山 

)

新
聞
ツ
タ
エ
さ
ん
(
横
瀬
)

花
園
究
さ
ん
(
与
川
内
)

広
野
フ
ジ
エ
さ
ん
(
坂
本
)

福
本
ヨ
ン
子
さ
ん
(
坂
本
)

ー
農
業
委
員
会
|
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質問にお答 え� 
国
保
シ
リ
ー
ズ

間

交

通

事
故
に

療
費
は
、
加
害
者

が
負
担
す
る
-
-
と

に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
国
保

加
入
者
は
、
国
保

あ
っ
た
場
合
の
治

の
保
険
証
で
お
医

l
v

者
さ
ん
に
か
か
れ
な
い
の
で
し
ょ
う

カ答

交
通
事
故
に
よ
る
治
療
費
は
、

全
額
加
害
者
が
支
払
う
の
が
原
則
で

す
が
、
と
り
あ
え
ず
国
保
が
た
て
か

え
て
お
き
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
、
か
か
っ
た
費
用
は
あ

と
で
加
害
者
か
ら
国
保
に
支
払
っ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ

笹
察
に
届
け
る
と
同
時
に
税
務
保
険

課
に
届
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

@
示
談
を
す
る
前
に
ま
ず
届
出
を

不
用
意
な
示
談
は
、
あ
な
た
と
国


保
に
重
大
な
不
利
を
ま
ね
く
こ
と
に


な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず


届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
の
前


に
示
談
に
応
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う


に 

キ
ア
し
ょ
、
っ
。


。
確
約
書
ガ
必
要 
HY


「第
三
者
傷
害
に
よ
る
傷
病
扇
け
」

な
ど
の
と
き
に
、
国
保
優
先
支
払
承

諾
訟
や
加
害
者
か
ら
の
確
約
也
、
そ

の
他
の
誌
類
が
必
要
で
す
か
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。

問
私
の
父
が
日
赤
で
胃
の
手
術
を

し
現
在
入
院
し
て
い
る
の
で
す
が
、

病
院
の
窓
口
で
支
払
っ
た
お
金
は
、

国
民
健
康
保
険
が
返
し
て
く
れ
る
と

一言
う
ニ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
が 
:
:

答

病
院
の
窓
口
で
払

っ
た
費
用
が

高
額
の
場
合
、
後
日
、
払
い
も
ど
し

が
受
け
ら
れ
る
あ
り
が
た
い
高
額
療

養
費
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

一
か
月
に
同
じ
お
医
者

さ
ん
に

一
部
負
担
金
(
三
割
分
)
と
し

て
三
万
九
千
円
以
上
支
払
っ
た
場
合

に、

高
額
療
養
費
と
し
て
そ
の
三
万

九
千
円
を
超
、
え
る
額
が
国
保
か
ら
支

給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
室
料
差
額
や
保
険
が
き

か
な
い
治
療
を
受
け
た
場
合
、
そ
の

分
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

(注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
)

-

一
日
か
ら
月
末
ま
で
の
受
診
を

一
か
月
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

-

病
院

・
診
療
所
ご
と
に
計
算
さ

れ
ま
す
。

・	

二
つ
の
病
院
へ

同
時
に
か
か
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
合
計
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

-

入
院
と
通
院
の
費
用
は
そ
れ
ぞ

れ
別
個
に
考
え
ま
す
。

-	

総
合
病
院
の
各
診
療
科
で
の
医

療
費
は
別
計
算
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
入
院
患
者
が
、
他
の
科
で

診
療
を
受
け
た
場
合
に
は
、
そ
れ

ら
を
合
計
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。 

手
続
き

病
院
の
窓
口
で
支
払
っ
た
と
き
の

領
収
訟
と
印
鑑
を
も
っ
て
税
務
保
険

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
県

の
審
交
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
払
い
戻
し
を
受
け
る
の
は
約

三
か
月
後
と
な
り
ま
す
。

、つノ

配
配
船
山
川

「
国
民
年
金
の

一
給
付
額
の
引
き
上
げ

1

一

国
民
年
金
で
は
、
本
年
も
昨
年
に

H
一
引
き
続
き
年
金
額
が
ス
ラ
イ
ド
さ
れ
、
 

-
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。


一

拠
出
年
金
の
給
付
額
は
本
年
七
月


H

一
か
ら
、
福
祉
年
金
の
給
付
額
は
本
年


一
八
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。


一

ま
た
、
保
険
料
の
額
を
昭
和
五
十


一
四
年
四
月
か
ら
、
月
額
三
千
三
百
円、




一
昭
和
五
十
五
年
四
月
か
ら
、
月
額
三
 

-
千
六
百
五
十
円
と
し
、
昭
和
五
十
六


一
年
以
後
は
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら


O

一
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。


一

改
正
さ
れ
た
年
金
額
は
別
表
の
と


はい
目。

あ
わ
だ
だ
し
い
年
の
瀬

ー
死
亡
交
通
事
故
を
防
一こ
う 
i

年
の
瀬
に
な
る
と
、
人
や
車
の
動

き
が
激
し
く
な
る
う
、
之
、
気
ぜ
わ
し

さ
や
仕
事
の
疲
れ
な
ど
か
ら
交
通
事

故
が
増
え
て
き
ま
す
。

運
転
者
や
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
は
、

次
の
こ
と
に
気
を
配
り
、
家
族
そ
ろ

っ
て
明
る
い
お
正
月
を
迎
、
え
ま
し
ょ

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は

車
間
距
離
を
十
分
と
っ
て
、
ゆ

と
り
の
あ
る
運
転
を

0

ブ
レ
ー
キ
は
早
自
に
、
ス
ピ

ド
は
ひ
か
え
自
に

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

過
労
運
転
は
事
故
の
も
と
、
十

分
な
休
養
を

子
ど
も
や
老
人
を
見
か
け
た
と

き
は
、
徐
行
か

一
時
停
止
を

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
は

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
安

全
な
横
断
歩
道
橋
を

急
い
で
い
る
と
き
は
、
無
理
を


し
が
ち
、
外
出
す
る
と
き
は
時
間


に
十
分
な
余
裕
を


子
ど
も
や
老
人
に
は
ゥ
愛
の
ひ

と
こ
え
仰
を

O O O O O O

年 金� σ〉 種 類 (旧)年金額 嗣年金額� 

40 年納付�  682，700円� 728，200円

拠� 
25 年納付�  426，700 455，100 

老齢年金�  
10 年納付�  269.100 287.100 

出� 5 年納付�  196，900 210，100 

l 級� 541，500 577，700 

年
障害年金�  

2 級� 433，200 462，100 

母 子 年 金 子が� 1人のとき� 433，200 462，100 

金
準母子年金 孫，弟妹� l人のとき� 433，200 462.100 

遺児年金 子が1人のとき� 433，200 462.100 

老 世告 福 祉 年 金� 180，000 198，000 

福� 
l 級� 270，000 297，600 

祉 障害福祉年金�  
2 級� 180，000 198，000 

年

金
母子福祉年金 子が 1人のとき� 234，000 258，000 

準母子福祉年金 孫，弟妹 l人のとき� 234，000 258.000 
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町

民
体

育


"こ
協
力
あ
り 
"

こ
“

か
と
う
"
さ
い
ま
し
た 

察
 

H
H 

) 

優
勝

中
角
チ 

ム
l

各
地
区
か
ら
十
六
チ 

ム
が
参
加

l

地
区
対
抗
ミ
ッ

ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー

…

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
一
月
三
日
の
町
民
体
重
言
、
み
な
さ
ん
の
こ
協
力
で
楽
し
い
一 

と
な
り
ま
し
た
。

一

一
今
年
は
償
井
幸
子
さ
ん
(久
国 
)
が
選
手
宣
蓄
を
し
、
全
員
参
加
の
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
あ
と
、
各
一

…

競
技
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

一
プ
ロ
ク
ラ
ム
の
内
容
に
は
、
白
由
参
加
の
絞
授
の
ほ
か
老
人
会
や
消
防
団
員
の
競
筏
も
設
け
ら
れ
、
な
か
て
一

一
も
、
阿
波
の
た
ぬ
き
祭
や
赤
穂
浪
士
に
ふ
ん
し
た
婦
人
会
恒
例
の
仮
装
行
列
に
話
題
が
集
ま
り
ま
し
た
。

体
育
祭
に
福
田
首
相
も
出
席
?

阿

波

の

た

ぬ

き

祭

り

個
婦
人
舎
の
仮
接
待
列

B

勇

壮

な

赤

穂

浪

士

一

七
臼
ま
で
の
五
日
間
、
勝
中
体
育
館

で
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
の
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一

ゴ
ー
ル
ま
で
あ
と

一
自
ガ
ン
バ
レ

U

自
由
参
加
の
魚
つ
り
競
争

ル
大
会
は、

十
一

月
十
三
日
か
ら
十

優勝
中角チム

「11

棚 横横中坂
野瀬�  j頼� 
A B A 角 本

体
協
野
球
部

西
日
本
大
会
に
出
場

秩
父
宮
賜
杯
軟
式
野
球
大
会
が、

十

一
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
兵
庫
県

出
場
選
手

州
本
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
本
町
の
体
協
野
球
部

は
、
初
日
に
地
元
三
洋
電
機
と
対
戦

し
ま
し
た
が
、
健
闘
む
な
し
く
八
対

と
惜
敗
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
大
会
出
場
に
際
し
て
、

町
内
外
の
野
球
フ
ァ

ン
の
か
た
や
有

O志
の
か
た
か
ら
、
ご
援
助
と
激
励
の

言
業
を
い
た
だ
き
、
ま
た
当
日
は
応

援
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と

に
対
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

V-
湯
浅
公

一
郎 
(棚
野 
)、
大
西

一
司 

(生
名
)、
岡
本
富
治
(黒
岩
)、
宮
本

博 
(石
原 
)、
細
谷
正

二

坂
本 
)、
東

山
登 
(槻
野 
)、
坂
井
芳
久 
(横
瀬 
)、

奥
口
喜
久

二

坂
本 
)、
森
野
光
次 
(黒

山石
 

)、
二
階
堂
政
博 
(今
山 
)欠
保
定
嗣 

(槻
野 
)、
定
作
彰

二

中
山
)
、
大
島

信
明
(山
西
)、
平
岡
靖

二
棚
野
)、

久
木
喜
仁 
(中
角
)、
細
谷
善
信 

(坂

本 

天
下
の
水
戸
光
国
公
も

」
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跡

と

そ

れ

だ

け

を
考
一

る

え
て
き
た
と
い
い
い

+'劃

ま

す

。

叫

脚

立
白
色
の
い
い
丈
い

品
川
夫
な
太
鼓
を
作
る
い

一
似
た
め
に
、
ま
ず
�
 γ
�
 

;

回

附

皮

本
来
の
も
つ
感
一

聞

い

矧

触

・

オ

色

・

音

色

町

月

岬

和

を

出

す

た

め

に

独

中

得
の
技
術
で
皮
を
叫

旧
仁
�
 
J

、
�
 t
こ、

一
在
十
カ
ト
ド
乙

。
問
中
実
さ
ん
(
今
山
)

O

(5) 第102号 カミ ずつ つ ら 昭和53年 12月 1日

一
川い

、
�
 

者
」
と
し
て
、
労
宮
本
さ
ん
に
と
っ
て
残
念
な
こ
と
は
川

け
ら
れ
た
宮
本
き
「
技
術
が
難
し
い
上
に
報
わ
れ
る
こ
い

ん
は
、

二
十

一
歳
と
が
少
な
い
た
め
仕
方
が
な
い
こ
と
叫

の
時
に
三
代
目
と
だ
」
と
い
い
ま
す
。
�
 

…

し
て
家
業
を
継
ぎ
、
そ
ん
な
宮
本
さ
ん
も
「
こ
ん
ど
の
い

五
十
年
間
ひ
た
す
表
彰
は
太
鼓
を
作
っ
て
い
く
上
で
と
叫

ら
阿
波
踊
り
太
鼓
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
い

や
神
社
、
仏
閣
の
ら
も
技
術
の
向
上
に
専
念
し
ま
す
」
弘

祭
礼
用
太
鼓
の
製
と
太
鼓
づ
く
り
に
傾
む
け
る
情
熱
を
~

作
に
取
り
組
み
、
諾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
�
 

~

宮
本
政
太
郎
さ
ん
(
目
立
戚
)

直
前
ま
で
引
張
る

山

「
白

と
い
い
ま
す
。
「
高
い

一
「
わ
た
し
の
人
生
に
と
っ
て
最
大
価
な
皮
だ
が
破
れ
る

こ
と
を
恐
れ
て

一

い
の
光
栄
で
す
。
五
十
年
間
地
道
に
続
い
た
ら
、
自
分
に
納
得
で
き
る
製
品
一

一
け
て
き
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
は
出
来
な
い
」
と
宮
本
さ
ん
は
、
き
町

ワ
�
 

河
野
利
徳
さ
ん
(坂
本
)

原

凹

熊

一
さ
ん
�
 
(中
山
)

《〉冒至



。
盲
目
届


O

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
実

川

労

働

大

臣

表

彰

せ
る
た
め
裂
け
る
~

権
で
あ
る
市
民
的
権
利
、
自
由
が
同

和
地
区
住
民
に
対
じ
て
は
完
全
に
保

障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

部
落
差
別
は
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の

問
題
で
す
。
差
別
観
念
や
偏
見
を
解

消
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
努
力
し

ま
ー
し
ょ
、
つ
。

圃
婦
人
の
地
位
の
向
上

慾
法
は
、
男
女
平
等
を
原
則
と
し

て
、
参
政
権

・
教
育
を
受
け
る
権
利
・

勤
労
の
権
利
な
ど
基
本
的
人
権
を
女

性
に
も
男
性
に
も
同
じ
よ
う
に
保
障

十
二
月
四
日
か
ら
第
三
国
人
権
週

間
が
始
ま
り
、
今
年
も
週
間
中
次
の

事
項
を
強
調
し
ま
す
。

軍
人
権
の
共
存

最
近
の
人
権
凌
犯
事
件
の
傾
向
は
、

感
情
の
も
つ
れ
に
よ
る
い
や
が
ら
せ

や
財
産
上
の
争
い
、
老
人
扶
養
問
題
、

嫁
と
姑
の
い
さ
か
い
な
ど
家
庭

・
職

場
・
近
隣
関
係
な
ど
身
近
な
人
々
の

聞
で
起
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

い
ず
れ
も
対
話
の
不
足
が
原
因
と
な

っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
気
軽
に
言

葉
を
交
わ
し
合
い
、
明
る
く
住
み
よ

い
社
会
づ
く
り
を
と
呼
び
か
け
る
も

の
で
す
。

一

車
越
し
た
技
能
に

。
大
西
勝
幸
さ
ん
(
西
岡
)

慾
法
の
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
る

社
会
を
築
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

以
上
の
諸
問
題
を
中
心
と
し
て
、

人
権
が
犯
さ
れ
な
い
よ
う
、
人
権
擁

護
委
員
は
み
な
さ
ん
の
相
談
相
手
と

な
り
、
ま
た
、
人
権
思
想
の
普
及
に

努
め
て
い
ま
す
。
人
権
問
題
で
お
固

ま
り
の
か
た
は
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
町
に
は
、
次
の
か
た
が
人

権
擁
説
委
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ヤ

)

「

音

色

の

い

い

、

 
γ

川

丈

夫
な
太
鼓
を
」
巾

画
部
落
差
別
の
解
消

「
人
聞
か
人
間
と
し
て
生
き
る
権

利
」
こ
れ
は
、
私
た
ち
が
お
互
い
に

生
活
を
保
っ
て
い
く
上
で
何
よ
り
も

大
切
な
人
権
て
す
。
こ
の
基
本
的
人

F¥ 

ク
ラ
フ
員
は

H

l
y

い
の
が
現
状
で
、
女
性
に
も
等
し
く

“三~-~軍吻-~.ヲヲ"

女子青年と受換会

我
々
ク
ラ
フ
員

は
、
毎
年
他
町
村

か
ら
女
子
青
年
を

招
き
、
み
か
ん
狩

り
を
か
ね
て
の
交

換
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
年
も
十
一
月

十
一
日
に
、
徳
島

ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー

学
閣
の
女
生
徒
十

八
名
を
招
い
て
、

星
谷
大
宮
神
社
前

で
楽
し
い

一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

生
活
に
は
完
全
に
発
節
さ
れ
て
い
な

。
す
ば
ら
し
い
カ
�
 ル
フ
レ
ン
ド
を

自
分
に
と
�
 は
り
き
っ
て
い
ま
し
た

が
、
女
性
を
意
識
し
す
ぎ
た
せ
い
か

少
し
墜
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、
み
か
ん
狩
り
、
ス
キ
ヤ
キ
パ

ー
テ
ィ
ー
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と

進
む
に
つ
れ
て
気
持
も
打
ち
解
け
、

お
互
い
に
楽
し
い
冗
談
も
交
せ
る
ふ

ん
い
気
に
な
り
、
ス
キ
ヤ
キ
パ
ー
テ

ィ
ー
で
は
肉
を
取
り
合
っ
た
り
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
は
腐
を
組
み
合

う
な
ど
、
非
常
に
楽
し

い
交
換
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
フ

ィ
ー
リ
ン
グ
カ

ッ
プ
ル
五
対
五
を
行

っ
た
結
果
二
組
の
カ
�
 プ
ル
が
誕
生

し
、
花
嫁
銀
行
第
一
号
候
補
と
し
て

今
回
の
受
賞
も
、
こ
の
引
張
り
の
叫

2

東
京
の
全
国
勤
労
技
術
と
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
カ
ン
。
士

(

ι{1

貨

の

喜

び

を

語

る

。

っ

ぱ

り

い

う

。

十
一
月
九
日
、

、j

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

一{

、
.
，
，

い ん山

nνrw

4
G川

、

}h
H

可、� 

γ…

J「

J
4
、

門
J
が 《

-
/
d

…
一
 A

1

{

パ
�
 

-

-

‘

も
止

4
1

・
�
 

E
A
s
-

A
.
1
A
L
S
A
l
i
-

Z
E
t

f

-

-

働
大
臣
表
彰
を
受
後
継
者
が
い
な
い
こ
と
。
し
か
し
、
一
�
 

i

.h-'
b

一
�
 

青
少
年
会
館
で
、
ら
に
五
十
年
に
わ
た
る
経
験
の
技
術
�
 
γ

川
�
 

「
卓
越
し
た
技
能
が
認
め
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
い
ま
い
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岡
山
凶

生活を豊かにする
我々 のー票

(中山 )

栗 城 宏

定
刻
午
前
七
時
、
投
票
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
子
供
述
れ
、
夫
婦
あ
る

い
は
家
族
全
員
と
三
々
五
々
そ
れ
ぞ

れ
に
投
票
し
て
い
き
ま
す
。
日
や
手

が
不
自
由
な
た
め
、
代
理
投
票
を
依

頼
す
る
人
、
緊
張
の
余
り
意
中
の
候

補
者
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
も
う

一
度

確
か
め
に
帰
る
お
年
寄
り
、
自
の
前

の
投
票
箱
が
わ
か
ら
ず
、
と
ま
ど
う

青
年
、

出
口
か
ら
入
る
人
、
入
口
か

ら
出
る
人
な
ど
投
票
所
で
立
ち
会
い

し
て
い
ま
す
と
様
々
な
風
紫
が
自
に

「
寝
た
子
を
お
ニ
す
な
」
と
、
い

わ
れ
る
が
ど
ん
な
ニ
と
で
し
ょ
う
。

「
民
主
主
義
の
進

ん
だ
今
日
、
同
和

教
育
は
必
要
な
い
、

同
和
問
題
は
時
代

の
進
展
と
と
も
に
、

い
っ
と
も
な
し
消

え
去
る
こ
と
だ
。

そ
っ
と
し
て
お
い

て
も
ら
い
た
い
」

あ
る
い
は
「
同
和

教
育
な
ど
と
い
っ

入
り
ま
す
。
で
も
こ
の
よ
う
に
投
票

に
出
か
け
る

一
人
ひ
と
り
の
労
力
、

ま
た
投
開
票
関
係
の
費
用
だ
け
を
と

っ
て
み
て
も
、
全
国
的
な
集
計
に
す

れ
ば
ば
く
だ
い
な
頒
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
を
無
に
し
て
は
な
ら

な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
更
に
大
切
な

の
は
、
こ
う
し
て
投
薬
す
る
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
に
は
わ
ず
か

一
票
の
力

し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
積
み
重

ね
が
政
治
を
よ
く
し
、
生
活
を
豊
か

に
す
る
椴
本
で
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

て
や
か
ま
し
く
さ
わ
ぐ
か
ら
、
か
、
え

っ
て
知
ら
な
い
者
ま
で
知
ら
せ
て
し

ま
う
の
で
な
い
か
」
と
お
考
、
え
の
か

た
は
、
い
わ
ゆ
る
「
寝
た
子
を
お
こ

す
な
」
論
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
お
考
え
の
か
た
は
、

こ
の
問
題
を
自
ら
解
決
し
よ
う
と
し

な
い
で
、
差
別
の
き
び
し
き
に
負
け

た
逃
避
者
の
考
え
方
で
あ
り
、
ま
た
、

地
区
外
の
人
が
こ
う
し
た
こ
と
を
い

わ
れ
る
の
は
、
「
同
和
問
題
は
自
分
に

は
関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
い

う
エ
ゴ
的
考
え
に
根
ざ
し
た
差
別
の

傍
観
者
が
も
っ
、
誤
っ
た
考
え
方
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

そ
の
民
主
々
義
の
板
拠
と
な
る
も
の

は
結
局
選
挙
で
あ
る
と
考
、
え
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
を
私
た
ち
が
や
る
の
だ
と

い
う
心
構
、
え
が
ま
だ
出
来
て
い
な
い

で
、
ど
こ
か
傍
観
者
的
な
所
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
選

挙
の
犯
罪
に
対
す
る
罪
の
意
識
の
う

す
さ
も
あ
げ
ら
れ
る
。
例
、
え
ば
日
ご

ろ
は
何
と
も
感
じ
な
い
で
し
き
た
り

や
明
白
慣
で
行
動
し
、
選
挙
に
は
酒
と

金
が
つ
き
も
の
位
に
考
え
、
情
実
や

義
理
に
か
ら
ん
だ
供
応
を
日
常
茶
飯

ん
。た

だ
「
寝
た
子
を
お
こ
す
な
、
そ

っ
と
し
て
お
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う

要
求
が
、
部
落
の
人
々
の
ロ
か
ら
と

さ
お
り
だ
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
願
い

は
ま
こ
と
に
切
実
で
す
。

そ
の
こ
と
ば
の
裂
に
は
、
長
年
の

差
別
の
苦
し
み
と
差
別
社
会
へ
の
不

信
、
そ
し
て
哀
の
解
放
を
ね
が
う
祈

り
が
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
読

み
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
便
乗
し
て

一

般
地
域
の
か
だ
か
ら

「寝
た
子
を
お

こ
す
」
必
要
が
な
い
と
い
う
考
え
の

か
た
は
、
差
別
さ
れ
た
ま
ま
寝
て
い

事
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
し
ま
う
考

え
方
に
も
注
意
が
必
要
で
な
い
で
し

ょ
、
っ
か
。

あ
る
学
者
は
次
の
よ
う
に
一言っ

て

い
ま
す
。「
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
人

に
頼
ま
れ
た
あ
る
い
は
親
類
が
出
る
、

友
達
が
出
る
と
様
々
な
義
理
が
あ
る

が、

一
番
大
き
な
義
理
と
は
自
分
の

信
ず
る
所
に
従
っ
て

一
番
適
当
と
思

う
人
を
議
会
に
送
る
と
い
う
国
に
対

す
る
義
理
で
あ
り
、
私
個
人
の
義
理

に
負
け
て
の
選
挙
は
公
の
義
理
を
欠

く
こ
と
に
な
る
」
と
。

来
春
に
は
地
方
統

一
選
挙
が
行
な

わ
れ
ま
す
し
、
国
会
の
解
散
に
つ
い

て
も
色
々
と
と
り
宏
、
た
さ
れ
て
い
ま

す
。
選
挙
は
私
た
ち
が
主
権
者
と
し

て
政
治
的
意
志
を
表
明
す
る
妓
っ
と

も
身
近
か
で
重
要
な
機
会
で
す
。
当

選
さ
、え
す
れ
ば
、
全
て
の
罪
は
消
え

て
し
ま
う
か
ら
、
殺
人
以
外
の
こ
と

る
子
を
そ
っ
と
し
て
お
く
と
い
う
意

味
で
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と

す
る
考
え
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

今
日
の
同
和
問
題
は
、

一
般
大
衆

の
部
落
に
対
す
る
間
違
っ
た
優
越
感

と
対
象
地
域
住
民
の
劣
等
感
、
ひ
げ

感
の
均
衡
の
中
に
維
持
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は

同
和
問
題
の
本
質
を
国
民

一
人
ひ
と

り
が
正
し
く
理
解
、
認
識
し
実
践
す

る
こ
と
で
す
。 

』 

z
i
s言

K
4
E塁
間
却
装
」

U

E--3 

¥ー'

¥」

な
ら
何
を
し
て
も
楠
わ
な
い
と
い
う

物
騒
な
こ
と
も
聞
き
ま
す
が
、
悪
質

な
違
反
は
絶
対
に
許
き
な
い
き
び
し

い
態
度
が
私
た
ち
に
は
課
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
単
に
法
に
ふ
れ
な
い
だ

け
の
投
菓
で
な
く
、
世
の
中
の
本
当

の
姿
を
よ
く
見
極
め
て
、
政
党

・
人

物
を
考
え

一
累
を
行
使
し
、
選
ん
だ

議
員
の
行
動
・
政
治
力
を
ふ
だ
ん
か

ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
そ
の
適

・
不
通

を
常
に
見
守
っ
て
行
き
た
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

電
話
線
・
電
柱
の

移
転
は
早
目
に
グ

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
な
ど
で
電


柱
や
電
話
線
が
じ
ゃ
ま
に
な
り
、
こ


れ
ら
の
移
転
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、


早
白
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


電
話
局
で
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
希


望
の
日
時
に
工
事
で
き
る
よ
う
努
力


し
て
い
ま
す
が
、
工
事
の
内
容
に
よ


っ
て
は
各
種
機
材
の
調
達
や
諸
準
備


に
二
か
月
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
の
で
 

今
す
ぐ
移
転
し
て
く
れ
々
の
注
文

に
は
応
じ
ら
れ
な
か

っ
た
り
、
ご
希

望
ど
お
り
に
工
事
が
で
き
ず
、
み
な

さ
ん
に
こ
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
早
目
に
電

話
二
二
九
九
番
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

N

し
か
し
公
明
選
挙
や
明
る
く
正
し

い
選
挙
推
進
運
動
が
展
開
さ
れ
て
久

し
い
期
間
が
過
ぎ
た
現
在
も
選
挙
の

度
毎
に
買
収
、
供
応
な
ど
違
反
が
繰

り
返
え
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
。
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
し
、
愈
法
で
は
人
民
が

主
権
者
で
あ
る
と
宣
言
も
し
て
い
る
。

そ
の
民
主
主
義
の
根
拠
と
な
る
も

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
明るい選挙シリーズ

MUS04
テキストボックス
同和教育シリーズ
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戸¥

簡
素
な
服
装
て
全
員
出
席
を

五
十
四
年
一
月
二
日

午
前
九
時
か
ら

家族そろってタζ'飯

記録結果の報告

次
代
を

伊
う
背
少

年
の
心
身

と
も
に
健

や
か
な
成

長
を
願
い
、

非
行
を
な

く
す
た
め

に
夏
休
み

期
間
中
、

町
民
総
ぐ

る
み
運
動

で
明
る
い

家
庭
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
子
供
き
ん
と
の
話

し
合
い
の
場
を
つ
く
り
、

心
の
通
っ

た
だ
ん
ら
ん
の
ひ
と
と
き
を
過
、
}
し

ま
し
ょ
う
と 

H

家
族
そ
ろ
っ
て
タ
ご

飯
。
の
記
録
を
願
い
、
提
出
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
つ
ぎ
の
と

お
り
ご
報
告
し
ま
す
。

非
行
の
第
一
一
原
因
は
家
庭
環
境
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
で
明

る
い
家
庭
づ
く
り
に
努
め
「
家
庭
の

日
」
の
励
行
や
子
供
の
行
動
を
常
に

気
を
つ
け
て
見
守
っ
て
や
り
、
今
後

と
も
青
少
年
の
非
行
防
止
に
地
域
ぐ

る
み
の
こ
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

全 体

タ
、、，

飯 家族数の 内} 訳� 

1-2人� 3-5人� 6人以上 計� 
% 

会期間全員そろった
声� (9) 戸� (4) 戸� (13) 戸� 

I 4 1 5 5 34 9.3 

1 - 5日だれかが欠けた� 
(1) (J8) (11) (30) 
7 4 1 1 5 6 3 17 .2 

6 -10日 11
ω) ([8) (4 I) 

18 .0 
5 3 9 2 2 6 6 

11-15日 11
([9) ([4) (33) 

15 .3 
1 3 7 1 8 5 6 

16-20日 11
(13) (11) (24)

9 .8 2 3 1 3 3 6 

21-25日 11
([3) ([4) (27) 

11目� 8
l 2 1 2 1 4 3 

25-30日 11
(lZ) (lI) 自3) 

9.01 8 1 4 3 3 

31-35日 11
(3) (3) (6) 

3 .6 
1 9 3 1 3 

36-40日 11
(1) (1) (2) 

1.44 1 5 

41-45日� /1 
(3) (3) (6) 

3 .0 7 4 1 1 

会期間そろわなかった� 
(2) (1) (3) 

1.65 l 6 

きは，小中学生のいる家庭 提出数 366 

暮
れ
の
ス
ス
払
い

こ
と
し
も
あ
と
わ
ず
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
暮
れ
の
ス
ス
払
い
は
普

か
ら
の
年
中
行
事
の

一
つ

で
す
が
、

い
ま
で
は
、
住
ま
い
も
、
住
ま
い
方

も
、
ま
る
で
違
っ
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
暮
れ
の
ス
ス
払
い
も
幾
変
遷
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
や
新
建
材
の
普
及

で
、
ス
ス
・
ホ
コ
リ
を
た
め
な
い
家

の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
日

ご
ろ
、
豊
富
な
洗
剤
と
電
気
掃
除
機

中
心
の
掃
除
が
行
き
と
ど
い
て
い
ま

す
か
ら
、
年
未
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

大
が
か
り
な
帰
除
は
必
要
な
い
で
し

ょ
う
。
新
し
い
年
を
気
持
よ
く
迎
え

る
た
め
に
は
、
汚
れ
の
目
だ
つ
個
所

を
、
ふ
だ
ん
よ
り
少
し
念
入
り
に
や

、っ，
 

る
て
い
ど
で
十
分
で
は
な
い
で
し
ょ

AHM掃
除
を
要
領
よ
く
や
る
コ
ツ
は
、

第
一
に
、
上
か
ら
下
へ
、
奥
か
ら
手

前
へ
の
手
順
を
忘
れ
ず
に
ふ
む
こ
と
。

第
二
に
は
、
汚
れ
と
建
材
に
合
わ
せ

て
掃
除
法
を
使
い
わ
け
る
こ
と
の
こ

つ
が
大
切
で
す
。
と
く
に
窓
ガ
ラ
ス

は
く
も
っ
た
日
の
ほ
う
が
汚
れ
を
み

つ
け
易
い
も
の
で
す
。
ま
た
ガ
ラ
ス

の
種
類
に
よ
っ
て
、
ふ
き
か
た
も
か

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
勝
浦
町
成
人
式
を

一
月
一
一
日
(
火
)
、
住
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
三
階
で
行
い
ま
す
。
全
員
が
簡
素

な
服
装
で
出
席
し
ま
し
ょ
う
。

-
設
当
者

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
三

十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
か

た
で
す
。
(
該
当
者
の
名
簿
は
、
昭
和

四
十
八
年
度
勝
浦
中
学
校
卒
業
生
名

簿
と
昭
和
五
十
三
年
十
二
月

一
日
現

在
の
町
内
在
住
者
で
結
婚
し
て
い
な

い
か
た
で
す
。
)

な
お
、
該
当
者
に
は
十
二
月
中
旬

ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

十
月
十
八
日
の
「
統
計
の
日
」
に
、

永
年
に
わ
た
り
農
林
統
計
情
報
業
務

に
努
力
し
て
き
た
か
た
に
対
し
て
、

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
、
生
名
の
野
上
昌

一
さ
ん

が
十
七
年
間
に
わ
た
り
、
普
通
作
物

収
機
量
調
査
に
協
力
さ
れ
た
た
め
、

特
別
協
力
者
の
感
謝
状
が
お
く
ら
れ

ま
し
た
。 

成
人
式
は
華
美
な
服
装
を
競
う
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
成
人
式
の

真
の
意
義
を
理
解
し
、
全
員
ガ
簡
素

な
服
装
で
出
席
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょう。

野上昌ーさん (生名) 

勝
浦
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り

准
進
協
議
会

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
成人式簡素な服装で全員出席を五十四年一月二日午前九時から

MUS04
テキストボックス
農林水産大臣から感謝状

MUS04
テキストボックス
歳時記
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級
を
中
心
と
し
た
果
実
を
主
体

を
出
荷
し
よ
う
と
思
え
ば
札 

V
長
期
間
乾
燥
す
る
時
は
、
落
葉
を

為 つ

i
L

L
i
M

V V V
極
く
典
、
ぃ
日
を
避
け
、
峰
い
日
を

季
節
風
の
は
げ
し
く
吹
く
図
で
は

低
気
流
の
停
滞
す
る
所
は
株
元

へ

貯

蔵

収種時と25日後における果実の階級別変化

幼
木
園
の
間
作
に
、
ま
た
水
田
休

耕
地
跡
に
、
そ
の
他
遊
休
土
地
の
利

用
に
、
新
甘
味
作
物
「
ス
テ
ビ
ア
」

(
砂
糖
の
原
料
と
な
る
作
物
)
を
栽

培
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

M
l

長
期
貯
蔵
用
果
笑
は 

江
級
の

充
実
し
た
も
の
を
用
い
る
こ
と
。
徳

島
県
果
関
試
験
場
の
貯
蔵
中
に
お
け

る
果
実
の
階
級
変
化
を
見
て
み
る
と

別
表
の
よ
う
に
、
収
穫
後
二
十
五
日

後
に
は
約
半
数
の
も
の
が

一
階
級
小

き
く
な
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す。
実
際
問
題
と
し
て
二
月 
1
三
月
下

旬
と
も
な
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
果
実
が

一
階
級
下
が
る
と
恩
わ
れ
ま
す
の
で

に
貯
蔵
し
た
い
も
の
で
す
。

録取時� 12月21日� 25日後� 1月15日

階級 一果平均重� F皆 級 一果平問重� 

L 117 g 
L j 39%%% 
M 
S 

60 104 g 

M 93 g 
M : 47% 

S 53% 
85 g 

S 73 g 
S 54% 
2S: 45% 
3S: 1% 

65g 

作
収
種
後
の
業
剤
勘
臥
布

収
穫
後
の
油
剤
散
布
は
、
越
冬
カ

イ
ガ
ラ
虫
や
ダ
ニ
類
を
防
除
し
、
来

年
の
窓
口虫
防
除
を
楽
に
し
ま
す
。

次
の
要
領
に
よ
っ
て
必
ず
散
布
し

て
く
だ
さ
い
。 

V
収
穫
後 

(五
i
七
日
後
)
樹
勢
の

回
復
を
待

っ
て
行
う
こ
と
。 

V
カ
イ
ガ
ラ
虫

・
ダ
ニ
類
の
併
殺
を

ね
ら
う
時
は
、
複
合 
7

ン
ン
油
乳
剤

の
六
十
倍
液
と
し
、
ダ
ニ
類
だ
け
を

目
的
と
し
た
時
は
、
九
十
五
れ

マ
シ

ン
油
乳
剤
の
七
十
倍
液
と
す
る
。 

V
散
布
は
必
ず
一務
の
細
い
噴
口
を
用

い
、
む
ら
な
く
散
布
す
る
こ
と
。 

選
び
散
布
す
る
こ
と
。 

V
油
剤
散
布
後
の
異
常
寒
波
に
よ
り
、

枝
枯
れ
症
状
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る

閣
で
は
来
年
三
月
中
旬
'
」
ろ
の
散
布

が
無
敗
で
す
。

防
寒
対
策

コ
モ
や
カ
ン
レ
イ
シ
ャ

な
ど
を
用
い

防
寒
作
業
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。 

の
敷
草
、
被
穏
を
行
っ
た
り
、
防
風

垣
の
す
そ
刈
り
を
し
一
気
流
の
停
滞
を

防
い
で
く
だ
さ
い
。 

助
長
す
る
の
で
溢
水
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。ハ

ウ
ス
イ
チ
ゴ

い
よ
い
よ
収
機
開
始
で
す
。
立
派

な
果
実
を
収
慢
す
る
た
め
に
、
奇
形

果
や
貧
弱
な
果
実
は
早
目
に
つ
み
と

り
、
摘
芽
、
摘
果
も
十
分
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

ひ
ど
い
高
混
や
低
温
に
あ
う
と
奇

形
果
に
な
り
ま
す
。
夜
間
は
二
度
以

上
、
昼
間
は
二
五
度
以
下
に
管
理
し
、

ま
た
、
革
勢
を
維
持
す
る
た
め
、
少

量
の
追
肥
を
こ
ま
め
に
行

っ
て
く
だ

さ
い
。

今
年
は
う
ど
ん
こ
病
め
発
生
も
少

な
い
よ
う
で
す
が
、
ポ
リ
オ
キ
ン

ン

千
倍
液
な
ど
て
予
防
は
十
分
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

能
と
い
う
デ 

タ
が
出
て
い
ま
す
。

特
に
四
国
で
は
収
最
も
多
く
、
成
分

(
ス
テ
ヒ
オ
サ
イ
ド 
)も
高
い
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。

栽
培
方
法
も
い
た
っ
て
簡
単
/

植
付
後
は
除
草
作
業
が
主
で
、
あ
と

は
収
穫 
(約
五
か
月
間
)と
乾
燥
だ
け

l

当

総
額
一額
制
機
許


認
挺
援
一
意 

同県
民-提
出

認
鴻
鵠
幹
線
簿
弘
前
溶
明
、

北ろ光は�  l味ど 人甘
梅 か を新資な 体味従

雪皇宮 t管工� |
一

副業になる」有望作物を奨励 お努者� 
l徐問、い乏の 彬チ用ー

¥」〆

く各昭資しに 枠クさ
全地和瀬、い近 かロれ
国で四とわいロのの 三 く非 「 て fit~ いた特)j巴 「 い尿にい多す i制| つらやて
各試十しヵ。とリてがな百�  ( 常スお響のちに 満 取 け 病 つ る く 。をた使サい
地験五て図言| 、い倍砂にテりだもの都傾りなのい白使ま受り用�  Y た
で栽、、にわもし良 、三糖甘ビまと白骨会~すい人て砂用だけ、禁カ化
栽培六 ー とれほか質不の昧アす 言 砂折の伝ぎ 」 は も 糖 さ 、 て 使 止 リ 学
培さ年限つ、ともな快 二 が」 。わ糖が子 Zれと絶「のれ現い用にン合
可れご網lて甘 ん カも味 1 強は れの多{ 共 」 ぱか対糖 害一 て夜ま規なは成

と
い
う
簡
単
な
も
の
で
す
。
十
伊

E
Rm

り
の
収
量
は
初
年
度
に
約
百
五
十
釘

程
度
で
、

二
年
目
以
降
は
二
百 
1
三

百
箆
と
な
り
ま
す
。
収
入
は
、
来
年

(五
十
四
年 
)
に
察
当
り
七
百
同
程
度

に
な
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
栽
培
を
希
望
さ
れ
る
か
た

や
、
問
い
合
わ
せ
は
役
場
産
業
課
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
来
年
二
月

ご
ろ
に
栽
取
を
希
望
さ
れ
る
か
た
に

ご
参
集
を
い
た
だ
き
、
詳
細
な
栽
猪

方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
行
う

予
定
に
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
八
日 
(金 
)

午
後

一
時 
1
三
時

と

き

と
ニ
ろ

相
談
員

住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー

徳
島
行
政
監
察
局

川

原

勝

行
政
相
談
委
員

¥、〆� 

産
業
諜

中

村

芳

生

l

MUS04
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今月の農作業メモ
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中中坂沼今接ト合坂横黒掛坂中

f 角角本江山谷両本瀬岩谷本角
徳
島
市

あ
り
が
と
う

こ“
ざ
い
ま
し
た

争
香
典
返
し
に
か
え
て

金

三

万

円

立
石
正
一
さ
ん
(
坂

金

二

万

円

石
本
照
子
さ
ん 
(生

・
そ
の
他

金
三
万
六
千
四
百
十
円

本名

福
中
一
男
さ
ん
ほ
か

l・1・1・1・1・1・
・ 

l

1
1・1・1・1・1・1・1・・

昭和53年12月 1日

お
誕
生
お
め
で
と
う

金

三
千
同


小
松
島
市
保
健
婦

一
同


あ
さ
ひ
学
園


ま
た
、
阿
波
勝
浦
電
報
電
話
局
の

代
表
者

・
八
軒
一
義
さ
ん
と
全
電
通

勝
浦
分
会
の
代
表
者

・
構
内
泰
宏
さ

ん
か
ら
、
十
月
二
十
三
日
の
電
信
電

話
記
念
日
の
記
念
品
代
と
し
て

一
万

八
千
五
百
円
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
が
、
町
普
意
銀
行
に
寄
せ
ら

れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

中

根

幸

治

木
下
美
弥
子

岡

本

俊

雄

中

山

邦

子

府

川

理

美

野

口

景

子

前

田

和

茂

植
野
志
生
美

森

野

光

次

森

脇

春

代

吉

田

和

弘

原

美

直

子

出

禁

武

志

大
谷
ヤ
ス
子

(

横

瀬

橋

本

隆

司

大

家

光

代

生

藤

淑

一

松
本
志
津
江

しの;:，;わた

iii作 掃jl;;:l

ぐ短歌〉

山
茶
花
の
幹
に
創
つ
け
六
十
年
溜
に

太
り
て
齢
花
咲
く

坂

本

日

浦

翠

峰

此
の
ま
ま
に
一
日
寝
た
き
思
い
せ
る

稲
架
掛
け
終
え
し
朝
の
寝
床
に

坂

本

畠

田

久

恵

亡
き
友
と
最
後
の
話
交
し
た
る
命
哀

し
き
夕
暮
の
丘坂

本

谷

富

士

年
金
を
貰
う
資
格
の
齢
と
な
り
通
知

を
受
け
し
爽
や
け
き
朝

坂

本

吉

田

邦

忠

殺
さ
ざ
る
農
政
待
ち
て
風
寒
き
密
柑

畑
に
今
朝
も
出
て
行
く

坂

本

一福

良

伴

二

人
の
死
の
重
き
痛
み
に
堪
え
て
来
て

吸
い
込
ま
れ
た
き
秋
の
笠
あ
り

品
・
お
く
や
み
申
し
ま
す

与
川
内

坂

部

幸

三

(
訂
歳 
)

星

谷

上
杉
永
三
郎
(
的
歳
)

生

名

石

本

渡

(

臼

歳

)

与
川
内

吉
田
真
童
(
臼
歳
)

与
川
内

椎
野
浅
次
(
児
歳
)

与
川

内

水

口

湖

舟

絹
雲
の
下
び
に
動
く
雲
あ
り
て
雨
時

れ
し
朝
庭
に
た
た
ず
む

横

瀬

比

留

間

一

若
き
娘
に
席
ゆ
ず
ら
れ
て
る
パ
ス
の

中
頭
下
げ
つ
つ
少
し
淋
し
き

横

瀬

中

田

ヤ

ス

ヱ

掌
に
豆
腐
不
器
用
に
切
り
お
れ
ば
起

き
て
居
る
の
と
妻
よ
り
電
話

横

瀬

谷

翠

山

幼
な
自
の
友
等
築
い
て
月
ケ
谷
温
泉

気
分
味
う
一
と
日

中

山

栗

城

絹

活
け
残
り
束
ね
て
捨
て
し
く
ず
篭
の

中
よ
り
旬
、
っ
白
菊
の
花

中

山

溝

内

喜

美

代

秋
深
き
事
を
話
せ
ば
う
な
ず
き
て
父

は
う
つ
ろ
な
瞳
を
窓
に
向
く

中

山

倉

越

ヒ

サ

千
切
れ
雲
瑠
璃
色
の
空
高
く
し
て
土

手
の
コ
ス
モ
ス
競
い
て
咲
け
り

横

瀬

桜

木

千

代

子

と
り
ど
り
の
色
咲
き
出
ず
る
コ
ス
モ

ス
の
道
貿
物
に
夫
と
連
れ
だ
っ

立

川

広

安

美
枝
子

杉
垣
に
洗
濯
物
を
干
し
広
げ
日
中
の

岬
棋
の
家
静
か
な
り

山
西
洋

一
郎

若
木
正
信

木

並

操

宮
本
利
之

浅
田
泰
市

河
野
敬
三

宮
本
宣
久

中
田
安
則

山
路
宰
治

松
下
千
秋

男男女男男女男男男女男男男

和光亙卓文景祐修陽絵伸伸純

実雄  tt朗純子世平平美一 吾郎  

田
崎
時

開
且
町
工

山
下
富
夫

j
7
7
r

U
F

ニニ長三長二長二長二長二長

日必ム

立 

悔
子

短
歌
作
品
の
募
集

F

)11 

堀 

d

柿
一
治
業
掃
き
た
め
焼
け
ば
野
を
這
え

る
簿
き
煙
が
心
に
泌
み
る

棚

野

英

見

児
童
等
の
帰
り
し
校
舎
見
廻
り
つ
長

き
廊
下
に
ひ
ゾ
〈
足
音

棚

野

広

井

貞

代

大
望
の
大
社
詣
り
も
果
し
得
て
息
子

夫
婦
の
好
意
に
謝
せ
り

中

角

福

山

久

江

何
時
の
日
か
孫
遠
の
来
て
桃
狩
り
の

夢
え
が
き
つ
つ
下
草
を
刈
る

中

角

平

間

豊

子

街
路
樹
の
銀
杏
並
木
の
彩
ず
き
て
ピ

ル
の
硝
子
の
反
す
夕
映
え

沼

江

大

岡

ム

メ

子

人
も
無
き
落
葉
浮
べ
る
池
の
面
に
写

れ
る
雲
の
瞥
し
乱
れ
ぬ

横

瀬

稼

勢

広

夫

行
楽
に
静
か
な
瀬
戸
の
海
渡
る
養
殖

い
か
だ
幾
つ
も
あ
り
て

生

名

山

崎

花
江

一
山
山
一
詠
は
毎
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

一
送
り
先
勝
浦
町
三
淡

稼
勢
広
夫
さ
ん 
(都
景
)
ま
で
一

町
内
在
住
の
か
た
に
限
り
ま
す
。

…

…次
回
は
川
柳
、
そ
の
次
は
俳
句
と
交
代
一

一
に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ
一

一

さ

い

。

…

を
開
く
予
定
で
す
。 

*
短

歌

題

「

自

由

」

三

首

課
題
「
正
月
」

一
首

未
発
表
の
も
の

*
締
切
り 

十
二
月
二
十
五
日

*
送
り
先

町
教
育
委
員
会 

高
井
清
治

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ヘ

横

瀬

(
高
知
県 

中

田

洋

志

勝
瀬
恵
美
子

東

俊

正

一

普
光
江
律
子 

な。まつ
おすぎ

。 グ〉

新ふ要
年る領
中刀 つで
旬て{乍
ド 日ロ

ー ロロ
短応、を
歓募募
会〈集
{列だい
会きた

いし

'¥ 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ありがとうございました

MUS04
テキストボックス
わたしの作品短歌
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ス

忠
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乳児健康診断

安

場

所
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

初
日
を
拝
む
ご
来
光
登
山 

由
也
盤
固
世


-
作
昂
種
別

か
ら
十
五
日
ま
で
、

一悩
祉
セ

ン
タ
ー

写
氏
、
計
道
、

川波
絵
、

成
人
病
の
二
次
検
診

転
は
め
先
の

検

診

(
成
人
病予

輯

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
育
委

員
会
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

今
年
の
八
月
に
実
施
し
た
、
成
人


病
検
診
の
要
注
意
者
の
か
た
と
要
医


療
者
の
か
た
め
二
次
検
診
を
、
次
の


日
経
で
行
い
ま
す
か
ら
該
当
者
は
必


ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。


。
十
二
月
十
一
日

(受
付
九
時
三
十


分
か
ら
二
時
)
生
比
奈
良
協

。
十
二
月
二
十
二
日 

(受
付
九
時
三

十
分
か
ら
二
時
)
福
祉
セ
ン
タ
ー 

i
 絵
画
、
生
花
、
手
士
宮
、

魚
拓
、
盆
栽
、
そ
の

他
の
芸
術
作
品

(
サ
イ
ズ

、
題
目
自

由
)

作
品
の
展
示
期
間
は

一
月
十
四
日

初
日
を
拝
み
、
婆
緩
尾

を
ま
わ
っ
て
下
山
。
午

前
九
時
解
散
の
予
定
。

そ
の
他

特
食
、
水
筒
、
従
池
は

為
向
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

会
館
で
行
い
ま
す
。

ご
希
望
め
か
た
や
お
問
い
合
わ
せ

な
お
、
作
品
の
応
募
要
領
で
ご
不

夜
間
毅
急
当
番
表

30 27 @ 21 18 15 12 9 6 ③ 

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

上 勝

勝

第 浦

主ロノ会、 病

療

所 院

山

西

医

院

上 勝 赤 ，~ i易

勝
浦 岩 浦� i支

雪"タ'ト

療
病 医 病 医

所 院 院 院 院

上
勝

第

壬ロノ三シ入

療

所

勝

}甫

病

院

午
後
六
時
1
翌
日
午
前
九
時

午
後
七
時 
1
翌
日
午
前
九
時

-Rは
、
横
瀬

・
佐
光
忠
市
さ
ん

つ
二 

n

O

新
年
早
々
に 

車
を
使
わ
ず
に
汗

七
)
か
町
教
育
委
貝
会
(二
五

一
一
)

を
流
し
て
初
日
を
拝
も
う 

と
、
毎

へ
お
電
話
く
だ
き
い
。

第
四
回
芸
術
作
昂
の
募
集

昭
和
五
十
四
年
芸
術
展
示
会
の
作

品
を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

H

年
愛
好
者
が
ご
来
光
登
山
を
続
け
て

-R
い
ま
す
。

五
十
四
年
新
春
も
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
か
ら
、
を
希
望
の
か
た
は
ふ

る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

日

時

一
日

午

前

五

時

一
一月

-
受
付
締
切

・
作
ロ
田
の
持

ち

込

み

一
月
十
日

一
月
十
二
日 

(生
花

盆
栽
は
十
四
日
) 

勝
浦
町
内
牌
協
前
集
合

中
山
倉
瀬
を
経
由
し
、

中
津
峰
(
三
十
八
社
)で

11寺* 日� 12月21日(木)� 

111午後 寺 11 3分-30 寺

*場所 �  福祉センター

*該当者 個人あてに通知しま

す。� 

*母子手帳.印鑑をご持参〈� 

fごさい。� 

% 火� 13:30-15 ∞勝浦 農 協

!結 水 13:30-15 ∞坂本 小学校

野 木� 13: 30-15 :∞与川内事業所� 

% 水� J4:00-15 :30 生� i七奈農協� 

% 木� 13:30-15 ∞結社センター

* 日 時 12月 1日樹

午後�  1 I時30分 -3時� 

*士蕩 戸斤� }j井浦病院

*該当者�  昭和53年� 8月-10月� 

31日までに生まれた

者。� 

*母子手l肢を持ってきてくだ

さし、。

百日咳・ジフテリア・破傷風
三種混合予防接種

|イ川エン作附

今月も先月に引き続き各地区

を巡凶して， インフルエンザの

予防接種を行います。。桜秘は� 3- 4週間の間隔を

おいて� 2回受けてください。� 

休平
に飼い犬は必ず� ::f' 日日

つないで下さい一実�  |

12月� 6 日休)
 

12月20日附� 
上� i
 

成犬 300円� lず | 

小犬 100円

ー

\~ 

、-
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